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 比例中項の関係  

 
   ：   ＝   ：    

命題 11 

頂点が点 A で、底面が BC を直径とする円である円錐について考

える。軸を通る面で切断し、できた切断面を三角形 ABC とする。

その三角形の底辺 BC に垂直かつ一方の母線 AC に平行となる面で

切断し、その切り口を EPD とする。点 P から切り口（PM）に垂直

になるように PL を描き、その長さを 

PL：PA＝BC２：BA・AC 

となるようにする。点 Q をその切り口上に任意に取り、点 Q を通り、

DE に平行に QV をひく。 

 このとき、QV2＝PL・PV であるといえる。 

 

       ＝ 
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１．アポロニウスが考えた円錐曲線の性質について 
基本的な性質について 【引用文献：Greek Mathematics Work Ⅰ  IVOR THOMAS 著】 

       ギリシア語                  英語 
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命題 12 

頂点が点 A で、底面が BC を直径とする円である円錐について考

える。軸を通る面で切断し、できた切断面を三角形 ABC とする。

その三角形の底辺 BC に垂直となる面で切断し、その切り口を EPD

とする。そして、PM が CA の延長と P’で交わるようにする。また、

点 A を通り PM に平行な直線をひき、BC との交点を F とする。点

P から切り口（PM）に垂直になるように PL を描き、その長さを 

PL：PP’＝BF・FC：AF2 

となるようにする。点 Q をその切り口上に任意に取り、点 Q を通り、

DE に平行になるように QV をひく。P’L を結び PL に平行に VR を

ひき、P’L の延長との交点を R とする。 

 このとき、QV2＝PV・VR であるといえる。 

 

QV2＝PV・VR とは・・・ 

QV を一辺とする正方形の面積に等しい長方形を PL 上に、幅を PV とな

るようにつくると、これは PV と PL とを辺とする長方形よりも長方形 LR

の面積だけ超過する。 

 そこでアポロニウスは、 

hyperbola（  、超過する）、と名づけた。日本語では双曲線であ

る。 

作図の手順 

① 

② 

③ 

④ 
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QV2＝PV・VR とは・・・ 

QV を一辺とする正方形の面積に等しい長方形を PL上

に、幅を PV となるようにつくると、これは PV と PL と

を辺とする長方形よりも長方形 LR の面積だけ不足する。

 そこでアポロニウスは、 

ellipse（    、不足する）、と名づけた。日本語

では楕円である。 

 

命題 13 

頂点が点 A で、底面が BC を直径とする円である円錐について考える。軸を通る面で

切断し、できた切断面を三角形 ABC とする。その三角形の底辺に平行ではなく、両方

の母線に出会う面で切断し、その切り口を PP’とし、PM が AC と P’で交わるようにす

る。また、点 A を通り PM に平行な直線をひき、BC の延長線との交点を F とする。点

P から切り口（PＰ’）に垂直になるように PL を描き、その長さを 

PL：PP’＝BF・FC：AF2 

となるようにする。点 Q をその切り口上に任意に取り、点 Q を通り、DE に平行になる

ように QV をひく。P’L を結び PL に平行に VR をひき、P’L との交点を R とする。 

 このとき、QV2＝PV・VR であるといえる。 

 

作図の手順 

 ① 

② 

③ 

④ 
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問  北半球が夏至のときを考えてみましょう。 

地面に垂直にグノモンを立てたとき、その影の軌跡が次の円錐曲線となる地域はどこでしょうか。

 

楕円となるのは 

 

                                             

 

双曲線となるのは 

 

                                             

 

放物線となるのは 

 

                                             

 

まとめ 

次の場合、切断面の切り口はどのような円錐曲線を描きますか？ 

（Ⅰ）  円錐の母線と切断面のなす角が頂角に等しいとき（母線と切断面が平行になるとき） 

 

                                           

（Ⅱ）  円錐の母線と切断面のなす角が頂角よりも小さいとき 

 

                                           

（Ⅲ）  円錐の母線と切断面のなす角が頂角よりも大きいとき 
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斜円錐の切断面（3 種類の円錐曲線） 
命題 11          命題 12          命題 13 

QV2＝PL・PV       QV2＝PV・VR       QV2＝PV・VR 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


